
 

- 1 - 

 船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年６月３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 浸水 

発生日時 令和６年１２月２２日 ０８時１８分頃 

発生場所 山口県徳山下松
とくやまくだまつ

港 

 徳山下松港地
じ

ノ
の

筏
いかだ

灯台から真方位２８４°１,１７０ｍ付近 

（概位 北緯３４°０３.１′ 東経１３１°４６.３′） 

事故の概要 プレジャーボートRYUKI
リ ュ ウ キ

は、西進中、船尾外板の亀裂等を生じて、

浸水した。 

事故調査の経過  令和６年１２月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質、 

機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート RYUKI、２.５トン 

２７１－２７１６１山口、個人所有 

 ８.１０ｍ（Lr）×２.５５ｍ×０.６５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、船内外機、４サイクル、１３２.４kＷ、機関回転

数不詳、６気筒、ボア不詳、使用燃料軽油、機関製年月日不詳、平

成５年１２月進水 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（全景） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定操縦免許 

  免許登録日 令和２年４月２４日 

  免許証交付日 令和２年４月２４日 

         （令和７年４月２３日まで有効） 
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 死傷者等 なし 

 損傷 船尾外板に亀裂、軸封装置に破損、船内外機等に濡損（全損） 

 気象・海象 

  

気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、家族４人及び親族４人（以下「同

乗者」という。）を乗せ、帰省の目的で、令和６年１２月２２日０８

時００分頃、山口県周南
しゅうなん

市大津
お お づ

島に向け、徳山下松港を出港した。 

本船は、ＧＰＳプロッターを作動させ、船長が操舵室の操縦席で操

船に当たり、手動操舵で西進した。 

船長は、仙
せん

島
じま

水道を航行中、船体に振動を感じたので減速し、主機

のクラッチレバーを中立とした後、機関室を確認したが異常を認め

ず、また、狭い海域で停船しない方が良いと考え、そのまま大津島に

向かうこととした。 

船長は、主機のクラッチレバーを前進としたところ、大きな異音が

したので、主機を停止し、機関室を確認したところ、０８時１８分

頃、船尾外板のプロペラ軸貫通部付近からの浸水を認めた。 

船長は、可搬式の水中ポンプで排水を行うとともに、同乗者が救命

胴衣を着用していることを確認した後、船首方に移動させた。 

船長は、０８時２３分頃、携帯電話で１１８番通報を行い、救援を

要請した。 

本船は、風波によって流されて仙島北方の砂浜に漂着した。 

船長及び同乗者は、来援した巡視艇に救助された。 

本船は、後日、サルベージ船によって引き出され、マリーナに陸揚

げされた。 

 その他の事項 (1) 本船の船内外機に関する情報 

   本船の船内外機は、主機（内機）、中間軸、ジョイント部及び

推進装置（外機）から構成されていた。 

   中間軸から外機方への軸は、船尾外板を貫通しており、貫通部

分には、船の外側にあるプロペラ軸が船内（機関室）へ貫通する

箇所において、海水が入らないように密閉する軸封装置が取り付

けられていた。 

   ジョイント部には、ユニバーサルジョイント（以下「本件継

手」という。）が用いられ、常に海面下にあり、本件継手が海水

と接しないよう、ゴム製の蛇腹管（以下「本件ベローズ」とい

う。）で覆われていた。 

 外機は、操舵室の舵輪により向きを変えることができた。 

（図１、図２ 参照） 
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外機は、チルトアップできず、ほぼ全体が海面下にあり、かき
．．

等が付着していた。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 外機 

図１ 中間軸型船内外機概略図 

図２ 外機構造概略図 

主機（内機） 

中間軸 

本件継手 

推進装置 

（外機） 

本件ベローズ 

軸封装置 
プロペラ 

海水面 

船尾外板 
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(2) 船内外機等の損傷に関する情報 

① 船尾外板に亀裂、軸封装置に破損が生じていた。 

② 外機の損傷状況は次のとおりであった。  

・本件継手は、破断しており、腐食も見られた。 

（写真３、４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本件ベローズは、損傷しており、両端を固定していたホース

バンドが変形損傷していた。 

(3) 本件継手の点検整備等に関する情報 

本件ベローズ等は、令和２年頃交換していた。 

本船の点検等を含めた管理は、船長が行っていた。 

(4) ベローズの交換時期に関する情報 

本船の船内外機の製造者会社は、ベローズはゴム製のため劣化

しやすく、見た目では劣化の具合が分かりにくいので１００時間

ごとの点検を推奨していた。 

本船の船内外機の製造会社の取扱説明書では、ベローズを２年

ごとに交換することになっていた。 

船舶所有者及び船長は、取扱説明書に記載されたベローズの交

換時期を知らず、本件ベローズが破損して本件継手が破損すると

は思っていなかった。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 

あり 

写真３ 変形損傷した本件ベロー

ズのホースバンド 

 

写真４ 破断した本件継手等 

 

ホースバンド 

本件ベローズ 

破断した

本件継手
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 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

なし 

本件継手は、本件ベローズが破損したことから、海水に浸
つ

かって腐

食したものと考えられる。 

本件ベローズは、約４年間交換されることなく使用されたことか

ら、劣化等によって破損したものと考えられる。 

船長は、ジョイント部が常に海面下にあって点検が難しかったこ

と、本件ベローズが破損した場合に本件継手が破断するとは思ってい

なかったことから、本件ベローズ、本件継手等の適切な点検を行わな

かったものと考えられる。 

船舶所有者は、本船の船内外機の取扱説明書に記載された交換時期

を知らなかったこと、本船の管理を船長に任せていたことから、ベ 

ローズを適切な時期に交換しなかったものと考えられる。 

原因 本事故は、船長がふだん本件ベローズや本件継手を適切に点検して

いなかったため、本船が、徳山下松港において西進中、腐食していた

本件継手が破断して振れ回り、船尾外板に亀裂等を生じて、浸水した

ものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、船内外機のベローズ、ユニバーサルジョイント等を定期

的に点検すること。 
 ・船舶所有者は、船内外機のベローズ等を取扱説明書に沿って定期

的に交換すること。 

・運輸安全委員会は、令和元年１０月に小型船舶の所有者向けに

「短時間で沈没！ベローズの劣化やホースバンドの緩みはありま

せんか？船内外機の適切な点検・整備があなたの命と船を救いま

す。」との船内外機の事故に関する安全啓発リーフレット*1を公

表し、注意喚起を行っているので活用すること。 

 
*1
 安全啓発リーフレット「短時間で沈没！ベローズの劣化やホースバンドの緩みはありませんか？船内外機の適

切な点検・整備があなたの命と船を救います。」 

URL: https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/05hiroshima/20191025hsanalysis.pdf 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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事故発生場所 

（令和６年１２月２２日 

 ０８時１８分頃発生） 

出港した岸壁 


